
横浜天声キリスト教会　　週報　第 17 巻 4 号（No.624）　　2022 年 1 月 23 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　伝道者の書 9:11　･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ １３番

*交読文　････････････････ ４番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ ４０番

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：河執事　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ ４０９番　渇(かわ)きあえぐわが魂は

メッセージ　･･････････････ 時を支配する者となれ(エステル記 3-4 章)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ ３９６番　主イエスのみ名高く

幸せと成功の宣言文 ････ 会衆一同

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　 主の使いが＿＿に現われて言った。「勇士よ。主が＿＿といっしょにおられる。」・・・すると、

主は＿＿に向かって仰せられた。「＿＿のその力で行き、<日本>を<サタン>の手から救え。

わたしが＿＿を遣わすのではないか。」(士師記 6:12-14)

　もし＿＿がこのような時に黙っているならば、ほかの所から、助けと救が起るでしょう。しかし、

＿＿と＿＿の父の家とは滅びるでしょう。＿＿がこの国に迎えられたのは、「このような時」の

ためでなかったとだれが知りましょう。(エステル記 4:14)

　なまけ者は手を皿に入れても、それを口に持ってゆくことをいとう。(箴言 26:15)

バプテスマのヨハネの時から今に至るまで、天国は激しく襲われている。そして激しく襲う者

たちがそれを奪い取っている。(マタイ 11:12)

　なまけ者は言う、「ししがそとにいる、わたしは、ちまたで殺される」と。(箴言 22:13)

　＿＿よ、今は怠ってはならない。主は＿＿を選んで、主の前に立って仕えさせ、ご自分に

仕える者となし、また香をたく者とされたからである。(２歴代誌 29:11)

メッセージ概要

　今年は主の恵みの年、主の復讐の日というビジョンが与えられた。主の恵みの年、主の復讐の日を始め

た良い例は、エステル記に記されているが、それを理解するためにモーセの時代へ遡らなくてはならない。

　イスラエルの民が、エジプトから約束の地へ旅していた途中、アマレクが襲ってきた。彼らはイスラエルの

中の、疲れ、弱っていた人達を狙い撃ちに来た。アマレクの性質を一言で言うなら「弱い者いじめ」である。

　主は、そのような者の記憶を、天の下から消し去らなければならない、と命じられた(申命記 25:17-19)。
それができるようになった「主の時」は、サウル王の時代に訪れた。主は、彼にそれを命じたが、彼はアマレ

クの王アガクを惜しみ、実行しなかった。それで彼は、災いの根を後々に残してしまう(１サムエル 15 章)。
主の時に、主に言われた通りに実行しないなら、後の自分や後の子孫が被る災いを、大きくしてしまうのだ。

　時代が降ってエステルの時代、サウルが根絶しなかったアガグの子孫と言われているハマンは、権力を

得て、イスラエル民族を皆殺しにしようと企む。彼は、ユダヤ人モルデカイが彼に敬礼しない、という理由で、

非常に憤り、モルデカイを殺すだけでは飽き足らず、彼の民・ユダヤ人をも絶滅しようと執念を燃やし、必

要経費として、銀 1万タラント（1 タラントは 30～40 キログラム）を出す、とまで言った。ハマンには恐らく、経

済的に祝福されているユダヤ人の財産を没収して、私服を肥やそう、という意図も、あったかもしれない。

　この時は、ユダヤ人にとっては滅亡のカウントダウンの時間に見えたかもしれないが、人の目に見える時

間と、見えない時間がある。私達が見える時間は、政治家、社長、株主など、この世の強者が支配してい

るが、神は、見えない時間を管理しておられ、神の民に神の時を告げ知らせ、  神の経営を実行させるため  

に御言葉を下さる。私達は、その「時間マスター」になるべきである。主のタイミングで主の御旨を実行する

時、主の大いなるわざを、その時代にもたらす、「歴史の主人公」となれるが、それを実行しないなら、大き

なチャンスをみすみす逃すのみならず、後々の自分や子々孫々へ、大きな災いを残してしまう事になる。

　今、私達に与えられている時間を、世が仕組んだ時間としてではなく、主が仕組んだ時間として悟り、管

理するべきだ。私達・神の民が、時間を管理し損ねると、その、管理しなかった分の解決すべき問題の山

が、管理しなかった人間関係や、勉強時間が、その他もろもろが、こちらを強制的に支配しにかかって来る。

神の時間を自覚せず、自分流の時間をそのまま生きるなら、時間という鞭に追われる「奴隷状態」となって

しまうのだ。私達はどうやって自分の人生やこの歴史に、神の時間をスタートさせる「主人公」となれるのか。

それは、神の時を見極め、その仕事を「やります」と従順し、神から託された地位や力を用いる時にである。

　モルテガイは、ハマンが定めたユダヤ人虐殺の法令を聞いた時、王妃エステルに、王の前に出て直訴

するように言った。しかしエステルは、自分は王から３０日も召されていない、もし召されないままで行くなら、

自分は殺されるかもしれない、と返事した。そこでモルテガイは言った。『あなたがもし、「このような時」  に  

黙っているならば、他の所から、助けと救がユダヤ人のために起るでしょう。しかし、あなたとあなたの父の

家とは滅びるでしょう。あなたがこの国に迎えられたのは、「このような時のため」でなかったと誰が知りま

しょう」。』(エステル 4:14)　　そう、エステルは、「このような時」のために、神の摂理によって、王妃という地

位が与えられていたのだ。主が彼女を通して働き、神の民を救うのみならず、神の民を世界的に偉大にさ

せる、という、神の「見えない時」を実現させるために。　　私達も、神の摂理によって地位が与えられている。

それは一見、つまらない地位に見えるかもしれないし、あるいは逆に、どうしてこんなに高い地位と成功が

与えられたのか、分からないかもしれない。しかしそれは、  神の時の歯車が噛み合って、御心が実行に移  

されるため  に、神が入念に準備しておられたから  だ。　それにもかかわらず、与えられている地位や富に安

住し、主が「その時」のために整えられておられた使命を全うするのを拒むなら、モルデカイが言った通り、

本人も、本人自身の家も、滅びてしまう。神は全ての人に、時と機会を備える(伝道者の書 9:11)。神の定め

た「時」と「機会」に乗り、その使命を果たす人が、主の御旨を遂行する事に用いられ、勝ち取って行くのだ。

　エステルが、自分がたとえ死ぬとしても、王の元に行きます、と引き受けた時、ペルシャの歴史が「主の恵

みの年」へと変化した。主は、エステルが命がけで御旨を遂行しようとした決心を受け取り、神の民に栄誉

を与える方向へと、歴史に手を加え始める。　与えられた地位を用いて主の御旨を行う決心をし、主の恵

みの年、主の復讐の日を開始して行く皆さまでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝                  　礼拝 11:00
食事・フェローシップ 　      13:00～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:00～
金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 17 巻 4 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022 年 1 月 23 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

